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明科中学校 今回は 

  

『明科中学校の宝』 

真っ黒に光る廊下。姿が映るその廊下は明科中学校の宝です。明科中学

校を卒業した先輩方、そして今在籍している子どもたちが磨き上げた廊下

です。数年前までは、胡桃油で磨いていたそうです。この黒い輝きはその

色でしょうか。今は、全員が固く絞った雑巾で水拭きをしています。清掃

の時間を知らせる音楽が鳴る前から箒でごみを取り、バケツに水を汲み、

男子も女子も全員ズボンで、膝をついて無言で雑巾をかけます。時間があ

る限り何回も磨き上げます。入学してきた１年生に、３年生が丁寧に掃除

の仕方を指導します。先輩方が代々磨き上げてきた校舎、学び舎に対する

思いを、今の子どもたちが引き継いでいます。明科中学校の学校目標「感

動する心、つなげる心、やり抜く心」を表している姿です。 

地域に出ての清掃活動「明科キレイにし隊」も明科中学校で長年取り組

んでいます。明科地域に暮らす中学生として、清掃活動や花の栽培などの

活動を通し、地域とのつながりや地域の一員としての自覚を深めるため

に、年四回取り組んでいます。 

第一回目は四つのグループに分かれて、ライオンズクラブの方との花の

植え替え、市の体育館や行事等でお借りしている駐車場の清掃、明科駅周

辺の清掃と草取り、地区の神社のごみ拾いと清掃を行いました。第二・三

回目は全校で登校時に通学路のごみ拾いを行っています。 

四回目では、明南小学校、明北小学校の子どもたちと一緒に、地域の清

掃活動を行いました。潮神社では、区長さんはじめ関係する皆さんにご協

力いただき、社殿を開けていただき中の掃除をさせていただきました。地

域の皆さんに教えていただきながら社殿の畳を水拭きする姿や境内の落

ち葉や枝まで丁寧に拾い集める姿からは、自分たちも少し地域に貢献でき

るようになったという自信が見られました。明科駅の歩道も、通路や階段

にたまった砂や落ち葉を片づけたり、雨で土埃がこびりついた窓を拭いた

り、手すりを磨いたりしました。犀川橋の欄干も蜘蛛の巣を取ったり、水

拭きをしたりしました。毎日通っていながら、なかなか感謝を表せない場

所です。通りがかった方に「ありがとう。偉いね。」と声をかけていただ

き、地域に貢献する喜びを感じることができました。中学生にできること

は限られていますが、地域に貢献することを学ぶことのできる大切な活動

です。 

先輩方が作り上げてきた明科中学校の伝統を、その活動とそこにこめら

れた心と共に大切に引き継いでいます。 
 

◆明科中学校のホームページで、学校の様子を紹介しています。不定期に 

更新中！「明科中学校」で検索してみてください。 

です 

今月の明科の事業所・団体紹介 

明科中学校長 

小林 俊子 

明科支所：☎62-3001(代表) / 明科公民館：☎62-4605 

安曇野市明科中川手６８２４番地１ 

令和２年３月１９日 発行 No. 58 
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る
文
書
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
松
川
村
の
医
師
榛
葉
太

生
が
創
作
し
た
安
曇
節
の
一
節
「
槍
で
別
れ
た 

梓

と
高
瀬 

め
ぐ
り
逢
う
の
が 

押
野
崎
」
も
そ
う

だ
。
ほ
か
に
明
南
小
学
校
の
校
歌
に
「
梓
・
高
瀬
の

流
れ
合
う 

犀
川
遠
く
ゆ
く
水
に
」
と
い
う
一
節
が

あ
る
。
作
詞
は
下
伊
那
出
身
の
国
文
学
者
西
尾
実
で

あ
る
。 

井
上
は
こ
の
合
流
点
を
「
邂
逅
」、
安
曇
節
で
は

「
め
ぐ
り
逢
う
」
と
い
う
同
義
語
を
使
っ
て
い
る
。

井
上
が
安
曇
節
を
知
っ
て
い
た
か
さ
だ
か
で
は
な

い
が
、
何
と
シ
ン
ク
ロ
し
た
文
章
で
は
な
い
か
。
井

上
の
文
と
安
曇
節
の
一
節
は
別
れ
別
れ
に
な
っ
た

男
女
が
再
会
し
て
結
ば
れ
る
よ
う
な
ロ
マ
ン
が
あ

る
。
そ
ん
な
思
い
に
至
る
と
三
川
合
流
点
か
ら
下
流

が
犀
川
と
い
う
説
が
腑
に
落
ち
る
か
も
し
れ
な
い
。 

［
そ
の
②
へ
続
く
］
明
科
公
民
館
長 

安
井
邦
夫 

開
通
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
山
の
中
腹
あ
た
り
の
三

川
合
流
地
点
が
正
面
に
か
つ
間
近
に
見
え
る
場
所

で
見
た
の
で
は
な
い
か
。
」
と
言
う
回
答
だ
っ
た
。 

東
山
魁
夷
も
こ
の
眺
望
を
『
安
曇
野
へ
の
旅
』
と

い
う
随
筆
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

「
五
月
の
若
緑
に
蔽
わ
れ
た
安
曇
野
は
な
ん
と
美

し
か
っ
た
こ
と
か
。
上
高
地
か
ら
流
れ
出
る
梓
川
が

高
瀬
川
と
合
流
し
犀
川
と
な
っ
て
北
に
流
れ
る･･･

」 

          
ち
ょ
っ
と
面
白
い
こ
と
は
、
か
れ
ら
は
三
川
合
流

地
点
ま
で
を
梓
川
と
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
梓
川
は

犀
川
の
上
流
の
呼
び
名
で
一
般
的
に
は
奈
良
井
川

合
流
地
点
（
松
本
市
島
内
）
ま
で
を
梓
川
と
呼
ん
で

い
る
。
が
、
三
川
合
流
地
点
か
ら
下
流
を
犀
川
と
い

う
説
も
あ
る
ら
し
い
。
こ
こ
ま
で
を
梓
川
と
し
て
い

る 

今
年
は
、
川
端
康
成
、
井
上
靖
、
東
山
魁
夷
が
安

曇
野
を
来
訪
し
て
か
ら

50
年
目
を
迎
え
る
。 

明
科
公
民
館
で
は
、
節
目
と
し
て
か
れ
ら
の
資
料

を
再
整
理
し
、
講
座
や
展
示
、
文
書
な
ど
で
か
れ
ら

の
足
跡
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

か
れ
ら
の
来
訪
は
昭
和

45

年

5

月
。
半
月
後

に
こ
の
旅
の
所
感
を
井
上
靖
は
中
日
新
聞
に
次
の

よ
う
に
寄
稿
し
て
い
る
。 

「
梓
川
と
高
瀬
川
の
合
流
点
は
美
し
い
。
高
瀬
川

が
大
き
い
カ
ー
ブ
を
描
い
て
梓
川
の
横
っ
ぱ
ら
に

流
れ
込
む
、
そ
の
流
れ
込
み
方
も
い
い
。
槍
ヶ
岳
の

東
面
と
北
面
に
発
す
る
二
つ
の
川
が
そ
れ
ぞ
れ
大

き
く
う
回
し
て
邂
逅
す
る
邂
逅
点
は
ま
さ
に
こ
の

よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
気
が
す

る
。
は
げ
し
く
、
大
き
く
、
お
お
ら
か
で
あ
る
。
…

こ
こ
で
は
い
ま
の
静
け
さ
と
美
し
さ
を
傷
つ
け
な

い
で
残
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
…
」 

冒
頭
の
三
川
合
流
地
点
の
記
述
は
す
ば
ら
し
い

が
、
私
に
は
納
得
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
長
峰

山
山
頂
か
ら
見
る
合
流
地
点
は
、
水
の
流
れ
は
止
ま

っ
て
見
え
、
流
れ
込
み
方
は
わ
か
ら
な
い
し
、
は
げ

し
さ
も
感
じ
ら
れ
な
い
の
だ
。
こ
の
疑
問
を
西
村
永

明(

元
明
科
支
所
長)

さ
ん
に
尋
ね
た
こ
と
が
あ
る
。

彼
は
、
「
昭
和

45

年
に
は
長
峰
林
道
は
頂
上
ま
で

開
通 

日 時： ４月２８日(火) 午前１０時～正午 

会 場： 明科公民館 講堂 

内 容： ①明科駅前整備計画についての説明と意見交換 

    ②明科の市議会議員と語る市政の現状と課題 

参加費： 無料 

申込み： 不要 

主 催： 明科いいまちつくろうかい!! 

明科駅前の整備計画が着々と形になってきています。先日、具体的な設計案

が２案示されました。今回のいいまちサロンでは、都市建設部職員と設計士を

お呼びし、設計案についてお聞きします。皆さんで説明を聞き、より良い駅前

整備について意見交換をしましょう！また、明科の市議会議員をお招きし、安

曇野市政についてのお話も伺います。皆さんのご参加をお待ちしております。 

三
巨
匠
の
安
曇
野
来
訪
か
ら
50

年 

（
そ
の
① 

三
川
合
流
地
点
の
話
） 

 

長峰山から見る三川合流 
(犀川・高瀬川・穂高川) 

78 

新型コロナウイルスの影響により、下記のイベント等は 

中止・変更となる場合があります。最新情報については、

明科公民館(☎62-4605)までお問い合わせください。 

長峰山に登る三巨匠（左から 
井上靖・川端康成・東山魁夷） 

 

明
科
コ
ラ
ム 
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学校メガネから見えるものを聴いて 

昨年 10月に堀金総合支所の隣に開館した安曇野市文書館には、

市内の学校 17校に保管されていた 5000点以上の学校資料が収蔵

されています。そのうち明科分は約 900点で、学校日誌や学籍簿、

成績表までもがあるそうです。今回は平沢重人館長から、東川手

尋常高等小学校など古い資料から見えてくる日本や世界の様子

などについてお話しいただきました。 

 日清・日露戦争当時の学校は地域を巻き込んで天皇即位記念や

皇太子誕生記念とか戦勝記念など村民みんなで祝うために運動

会が良く利用されたようです。そして第一次世界大戦の大いに国

威発揚した喜びの時代を経て第二次世界大戦に至り、学校は国策

を反映する現場となった様子が良く分かります。戦後は一変して

民主主義が唱えられるものの、人権感覚までは古い体質を拭い去

ることができず、弱者に対する差別的な用語が使われている文書

が文部省から出されている例など、学校資料はまさに社会の写し

鏡であり、また学校をメガネにして社会を見たとき様々なことが

リアリティをもって感じることができると思いました。 

 興味深かったのは、各家庭に柿の木が多いのは何故かという理

由が判明した記録です。明治 50 年を記念して各家に柿の木が配

られたのは良いのですが、7 年後に実った柿を収穫させて学校の

基本財産としたというのです。なんともほのぼのした時代を感じ

させる話です。 

 一度は文書館を訪れて、そんな記録を探してみるのも面白いか

もしれません。 

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う公民館の取り組みについて 

日頃、明科公民館をご利用いただきありがとうございます。 

市が主催する会議、イベントは当分の間、原則として自粛または

延期することが決定されました。明科公民館においても、３月、４

月の公民館講座の開催を見送ることとなりました。 

 貸館業務につきましては、利用者のみなさまに自粛をお願いし

ているところです。 

やむを得ず利用される場合は、手洗い、うがい、消毒の励行、マ

スクの着用など、できる限り感染防止対策に取り組んでいただく

ようお願いいたします。 

なお、学校施設（明科中、明北小、明南小）については、３月末

まで使用禁止となります。状況が好転しない場合は、これらの措置

が継続される可能性があります。ご迷惑をおかけしますが、ご理

解、ご協力をお願いいたします。 

手洗い・うがい・消毒・マスク 

感染予防に努めましょう！ 

明科いいまちサロンでは、２月２６日に安曇野市文書館の平沢館長をお招きし、歴史探訪講座『学校メガ

ネから見えるもの』を開催しました。以下に聴講した感想を掲載いたします。 

 

七貴國民/靑年學校 昭和 20年度學事報告 附記
(作成：昭和 21年 3月) 

第ニ次世界大戦の影響が色濃く残る文書である 
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・新型コロナウイルスは脅威です。人の集まりを創出する公民館で集ま

りの自粛を要請するのは悲しいことです。家庭でも人との接触は避け

て猫と暮らしています。開店休業が早く終わってほしいですね。（や） 

・子供の頃からインドア趣味、大人になってもパソコン職で、手の汚れ

ない軟弱な生活を送ってきたため、水洗いはすれど石鹸での手洗いは

ほとんどして来なかったズボラ人間ですが、新型コロナウイルスの影

響で頻繁に石鹸を使うようになりました。この一ヶ月で、これまでの人

生で使った量よりも多くの石鹸を消費している気がします。（ふ） 

編集後記 

家庭の日  

唐澤 良英 

風神様
かざかみさま

の藁人形祭りは、藁人形に人の災いを移して無病息災をお願いする厄除けのお祭りです。藁人形に息

を吹きかけることで、自分の厄を人形に移し、それをムラの外へ投げ捨てると言う事の様です。1940 年頃まで

は｢祈禱
きとう

｣を上げるなど盛んな行事で、約 80 年前までは胡桃町
くるみちょう

の山崎爺様が、祈禱をやったと言い伝えられて

いました。最近では、私の父（故人）が念仏（舎利礼文
しゃりらいもん

）を唱えていました。 

風神と呼ばれる藁人形には、裏側に風と書き、

その下に名前と願い事などを書いて、組ませた

手には米の入ったお捻
ひね

りを待たせます。この藁

人形を大日堂に添えて念仏を唱えて魂の入った

お捻りをお互いに交換して、それを持ち帰り食

べるとその年は無病息災で願い事が叶うと言い

伝えられています。この部落では、代々私たちの

祖先から数百年も文化が続いています。 

このお祭りは、『柏尾の百 満 遍
ひゃくまんべー

』などと呼ばれていたようであります。その鐘は天下一
てんかいち

出羽
で わ

大掾
だいじょう

宗時作
むねときさく

と

記してあり（伏鉦
ふせかね

で 300 年前の製作と思われます）、藁人形を添える大日堂の厨子
ず し

は天保４年（1833 年）の山

崎吉重の作だと言います。大日堂は木造かやぶきの大きな建物でしたが、傷みがひどくなり平成 10 年に建て

替えました。半世紀以前は、この様な藁人形を作った厄除けのお祭は潮沢各地でやっていた様です。私の子供

の頃は、藁人形にチャンバラごっこ等して、大人は四方山話
よもやまばなし

に花を咲かせ、子供達は美味しいものを頂いたり、

かくれんぼ、鬼ごっこ等をして遊ぶのが楽しみでした。 

私は、先祖から続いているこの風神祭りを、人々に忘れ去られないためにも継承したいと思います。 

風神祭りは、毎年 3 月 20 日ごろ、春分の日の午後 2 時から開催します。都合の付く方はお捻りを大日堂に

添えてありますのでお持ち下さい。お待ちしています。 

2月 23日（日）明科体育館、明南小学校を会場にあやめ杯ワンバウンドマッチが

開催されました。今回は飯田市、諏訪市など市外のチームを含む 19 団体が参加

し、熱戦を繰り広げました。10代から 70代までの幅広い年代が参加して楽しく

世代間交流もできたと思います。結果は次のとおりです。 

あかしなのお祭り 

優勝 Fearful free 
(安曇野市豊科) 

準優勝 映画クラブ 
(安曇野市豊科) 

３位 
安曇野エスペランサ(安曇野市明科) / 

KOS(安曇野市明科) 
 


